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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

26
84.2%
69.2%

回答数
72.1%

○ 調 査 期 間　　 ：　　平成２０年６月１７日　～　６月２３日

調査産業

ＤＩ値 ＝ １ 増加他の回答割合 － ３ 減少他の回答割合

調査対象数
111
19

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１１１事業所及び組合にヒアリング

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

67.4%43
23 17 73.9%

回収率
80

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

柏 の 景 気 情 報 （ 平 成 ２０ 年 ６月 分 ）

建　　　設 16
18
29

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について
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○原材料高騰

○売上減少

○受注減少

全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
１月 ▲ 32.9 ▲ 46.6 ▲ 20.0 ▲ 34.4 ▲ 33.3
２月 ▲ 44.4 ▲ 52.9 ▲ 10.5 ▲ 61.2 ▲ 42.8
３月 ▲ 40.5 ▲ 57.1 ▲ 22.2 ▲ 54.8 ▲ 18.7
４月 ▲ 41.9 ▲ 38.4 ▲ 20.0 ▲ 54.8 ▲ 47.0
５月 ▲ 34.2 ▲ 42.8 ▲ 5.2 ▲ 40.7 ▲ 50.0
６月 ▲ 45.0 ▲ 43.7 ▲ 22.2 ▲ 58.6 ▲ 47.0

見通し ▲ 28.7 ▲ 6.2 ±0.0 ▲ 48.2 ▲ 47.0
　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

【製造業】では、「エレベーターの確認申請の手続きに本年4月より一級建築士事務所設立で自社の申請を行う業務
となり、本年9月まで暫定措置として旧来の姿で申請も受け付けていたが、いよいよ9月で設立を行わなくてはならな
くなり、諸費用の大幅な増となり、一層経営が苦しくなった」（その他の設備工事業）といった、建築確認申請の影響
のコメントが寄せられている。また、「東北地方へ加工委託している部品に「宮城地震」の影響が出てきそうである」
（その他の機械・同部分品製造業）とのコメントも寄せられた

【サービス業】は、「柏が中核市になり、保健所による店舗検査が実施されようとしています。私たちの組合が一番神
経を使う消毒衛生の面で、充分に注意をはらっていくように、組合員さん達に申し送りをしています」（理容業）といっ
たコメントや、「人件費の減らす方法やメニュー構成の見直し、部分的な値上げを考えています。よりよいサービスの
向上と個人店ならではの内容で勝負していきたいと努力しています」（そば・うどん店）という経営改善の声が寄せら
れた。また、「夕方からの営業で、深夜営業はしていないが、アルバイトが思うように集まらない。深夜営業している
店ではどうなのかと他店のことではあるが心配している。外国人労働者の導入も今後考えなければならないかなと
思う」（酒場・ビヤホール）という人材不足に関するコメントが寄せられた。

各業種から「新築物件の減少により、当社の受注も減ってきています。転入転出など移動による多種多様の注文も
減ってきています。これからますます影響があると考え、対策中です」（家庭用機械器具小売業）、「当社の加工外注
委託先でも他社の仕事が、聞くところによっては７～８割、薄くなってきているようだ」（その他の機械・同部分品製造
業）、「弊社の販売先ユーザーは仕事がなく（受注量が減って）四苦八苦している現状では、売上高を伸ばすのが難
しい」（塗料卸売業）、といったコメントが多く寄せられた。

各業種から「材料高騰について顧客も理解はするが、結局は経費に食い込む結果となる」（一般土木建築工事業）、
「材料の値上げなど原価が上昇し厳しい業況です」（板金・金物工事業）、「売上は良くなっているが、原料等の高騰
により利益は良くなっていない」（その他の鉄鋼業）、「夏物衣料品が若干動いているが、前年数字は取れていない。
原材料高騰の影響が飲食店を直撃しており、値上げせざるを得ない状況となっている」（その他の各種商品小売業）
といった声が、多く寄せられた。

【卸小売業】では、「当店および他店においても、食料品は堅調です。しかし婦人服や紳士服などファッション商品に
ついては、各店厳しい状況が見られます」（百貨店  ）、「二週目に入ると、主力の衣料品を中心に動きが鈍化し、売
上高は伸び悩んだ。全体では昨年7・8回大型店導入による工事休業が発生していたプラス要因で、前年を上回って
いるものの、個店別にみると既存店舗の苦戦が目立つ」「各種商品小売業」といった、商品売り上げ状況に関する声
が多く寄せられた。また、「仕事量（売上高）の落ち込んだこれからは、安全点検が大切。配管点検、老朽化設備と機
器の一掃、器具の正しい取り扱いなどの周知と保安啓発活動を一層図り、あきらめずに努力すれば、おのずと評価
ありとの信念を貫いている」（燃料小売業（ガソリンスタンド含まず））といった、顧客離れへの対策の声も寄せられ

おもに卸小売業や、サービス業から「今月は農水で定めた臨時休業日が多く、売上が減少しております」（食料・飲
料卸売業 ）、「前年同日比で売上客数とも若干落ち込んでいる」（その他の各種商品小売業）、「5月下旬～6月初旬
最悪の日が数回あり、開業37年目で最低の日を記録した日がありました」（そば・うどん店）といった声が多く寄せら
れた。

【平成２０年６月の調査結果のポイント】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲45.0(前月水準▲34.2)となり、マイナス幅
が▲10.8ポイント拡大した。
業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲47.0(同▲50.0)である。マ
イナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲58.6(同▲40.7)、製造業▲22.2(同▲5.2)、建
設業▲43.7(同▲42.8)である。

【建設業】では、「良い結果は見られない」（一般土木建築工事業）、「季節商品（エアコン）・改修工事等で頑張ってい
るので、好転といえるかどうか？下請けの現場は相変わらず利益は望めない」（電気工事業）といった、利益確保困
難の声の他、「業界長が変わり、新たな手腕に期待します」（土木工事業（舗装、しゅんせつを除く））といったコメント
が寄せられた。

○

≪業況ＤＩは再びマイナス四〇台へ悪化、原材料高騰の影響が拡大≫
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平成２０年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 32.9 ▲ 44.4 ▲ 40.5 ▲ 41.9 ▲ 34.2 ▲ 45.0 ▲ 28.7 ( ▲ 22.3 )

建　　　 設 ▲ 46.6 ▲ 52.9 ▲ 57.1 ▲ 38.4 ▲ 42.8 ▲ 43.7 ▲ 6.2 ( ▲ 7.1 )

製　　　 造 ▲ 20.0 ▲ 10.5 ▲ 22.2 ▲ 20.0 ▲ 5.2 ▲ 22.2 ±0.0 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 34.4 ▲ 61.2 ▲ 54.8 ▲ 54.8 ▲ 40.7 ▲ 58.6 ▲ 48.2 ( ▲ 37.0 )

サ ー ビ ス ▲ 33.3 ▲ 42.8 ▲ 18.7 ▲ 47.0 ▲ 50.0 ▲ 47.0 ▲ 47.0 ( ▲ 37.5 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲47.0(同▲50.0)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲58.6(同▲40.7)、製造業▲22.2(同
▲5.2)、建設業▲43.7(同▲42.8)である。

平成２０年６月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２０年６月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲28.7（前月水準▲22.3）とな
り、マイナス幅が▲6.4ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業▲6.2(同▲7.1)で
ある。変らない見通しの業種は、製造業±0.0(同±0.0)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種
は、幅の大きい順に、卸小売業▲48.2(同▲±37.0)、サービス業▲47.0(同▲37.5)である。

○

○

先行き見通し

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲45.0(前月水準▲34.2)となり、マイナ
ス幅が▲10.8ポイント拡大した。

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２０年６月の業況ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年６月の業況

６月
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平成２０年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 25.3 ▲ 29.6 ▲ 12.6 ▲ 16.0 ▲ 11.8 ▲ 23.7 ▲ 10.0 ( △ 2.6 )

建　　　 設 ▲ 53.3 ▲ 41.1 ▲ 35.7 ▲ 7.6 ▲ 42.8 ▲ 31.2 ▲ 18.7 ( △ 7.1 )

製　　　 造 ▲ 10.0 ±0.0 ▲ 11.1 ▲ 5.0 ±0.0 ▲ 5.5 △ 16.6 ( △ 26.3 )

卸 ・ 小売 ▲ 17.2 ▲ 29.0 ▲ 6.4 ▲ 19.3 ▲ 7.4 ▲ 24.1 ▲ 13.7 ( ▲ 11.1 )

サ ー ビ ス ▲ 33.3 ▲ 57.1 ▲ 6.2 ▲ 29.4 ▲ 6.2 ▲ 35.2 ▲ 23.5 ( ▲ 6.2 )

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、製造業△16.6(同△26.3)で
ある。プラスからマイナスに転じる見通しの業種は、建設業▲18.7(同△7.1)であり、マイナス幅へ▲
25.8ポイントと大幅に拡大する見通しである。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい
順に、サービス業▲23.5(同▲6.2)、卸小売業▲13.7(同▲11.1)である。

　　平成２０年６月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

○

○

【平成２０年６月の売上についての状況】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲23.7(前月水準▲11.8)となり、マイナ
ス幅が▲11.9ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、建設業▲31.2(同▲42.8)である。マ
イナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、サービス業▲35.2(同▲6.2)、卸小売業▲24.1(同▲
7.4)、製造業▲5.5(同±0.0)であり、特に、サービス業はマイナス幅が▲29.0ポイントと大幅に拡大し
た。
向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲10.0（前月水準△2.6）とな
り、マイナス幅が▲12.6ポイント拡大し、プラスからマイナスへと転じる見通しである。

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年６月の売上

６月

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２０年６月の売上ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２０年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 37.9 ▲ 54.3 ▲ 32.9 ▲ 46.9 ▲ 38.1 ▲ 45.0 ▲ 27.5 ( ▲ 15.7 )

建　　　 設 ▲ 53.3 ▲ 64.7 ▲ 64.2 ▲ 61.5 ▲ 64.2 ▲ 68.7 ▲ 25.0 ( ▲ 14.2 )

製　　　 造 ▲ 40.0 ▲ 31.5 ▲ 16.6 ▲ 30.0 ▲ 31.5 ▲ 38.8 ▲ 16.6 ( ▲ 10.5 )

卸 ・ 小売 ▲ 31.0 ▲ 58.0 ▲ 29.0 ▲ 51.6 ▲ 29.6 ▲ 48.2 ▲ 37.9 ( ▲ 22.2 )

サ ー ビ ス ▲ 33.3 ▲ 64.2 ▲ 31.2 ▲ 47.0 ▲ 37.5 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ( ▲ 12.5 )

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲45.0(前月水準▲38.1)となり、マイナ
ス幅が▲6.9ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲23.5(同▲37.5)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲48.2(同▲29.6)、製造業▲38.8(同
▲31.5)、建設業▲68.7(同▲64.2)である。

【平成２０年６月の採算についての状況】

○

先行き見通し

　　平成２０年６月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移

○ 向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲27.5（前月水準▲15.7）とな
り、マイナス幅が▲11.8ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、すべての業種においてマイナス幅が拡大する見通しとなってお
り、幅の大きい順に、卸小売業▲37.9(同▲22.2)、サービス業▲23.5(同▲12.5)、建設業▲25.0(同▲
14.2)、製造業▲16.6(同▲10.5)である。

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年６月の採算

６月

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２０年６月の採算ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２０年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 62.0 ▲ 60.4 ▲ 60.7 ▲ 66.6 ▲ 69.7 ▲ 77.5 ▲ 66.2 ( ▲ 57.8 )

建　　　 設 ▲ 73.3 ▲ 76.4 ▲ 78.5 ▲ 84.6 ▲ 64.2 ▲ 81.2 ▲ 50.0 ( ▲ 50.0 )

製　　　 造 ▲ 65.0 ▲ 52.6 ▲ 61.1 ▲ 75.0 ▲ 84.2 ▲ 83.3 ▲ 72.2 ( ▲ 68.4 )

卸 ・ 小売 ▲ 55.1 ▲ 54.8 ▲ 51.6 ▲ 61.2 ▲ 62.9 ▲ 75.8 ▲ 68.9 ( ▲ 59.2 )

サ ー ビ ス ▲ 60.0 ▲ 64.2 ▲ 62.5 ▲ 52.9 ▲ 68.7 ▲ 70.5 ▲ 70.5 ( ▲ 50.0 )

先行き見通し

【平成２０年６月の仕入単価についての状況】

○

○

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲77.5(前月水準▲69.7)となり、マイナ
ス幅が▲7.8ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、製造業▲83.3(同▲84.2)である。マ
イナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲81.2(同▲64.2)、卸小売業▲75.8(同▲
62.9)、サービス業▲70.5(同▲68.7)である。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲66.2（前月水準▲57.8）とな
り、マイナス幅が▲8.4ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、変らない見通しの業種は、建設業▲50.0(同▲50.0)である。マイナ
ス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、サービス業▲70.5(同▲50.0)、卸小売業▲
68.9(同▲59.2)、製造業▲72.2(同▲68.4)である。特に、サービス業はマイナス幅が▲20.5ポイントと
大幅に拡大する見通しである。

　　平成２０年６月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移

▲ 90.0 ▲ 80.0 ▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年６月の仕入単価

６月

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２０年６月の仕入単価ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２０年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 △ 16.4 △ 12.3 △ 21.5 △ 4.9 △ 15.7 △ 8.7 △ 6.2 ( △ 15.7 )

建　　　 設 △ 6.6 △ 5.8 △ 14.2 ▲ 15.3 △ 7.1 △ 6.2 △ 6.2 ( △ 7.1 )

製　　　 造 △ 10.0 △ 21.0 △ 27.7 △ 15.0 △ 26.3 △ 5.5 ±0.0 ( △ 15.7 )

卸 ・ 小売 △ 6.8 ▲ 3.2 △ 6.4 ▲ 6.4 ±0.0 ±0.0 ▲ 6.8 ( △ 7.4 )

サ ー ビ ス △ 53.3 △ 42.8 △ 50.0 △ 29.4 △ 37.5 △ 29.4 △ 35.2 ( △ 37.5 )

先行き見通し

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、△6.2（前月水準△15.7）とな
り、プラス幅が▲9.5ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業±
0.0(同△15.7)、サービス業△35.2(同△37.5)、建設業△6.2(同△7.1)である。プラスからマイナスに転
じる見通しの業種は、卸ｌ小売業▲6.8(同△7.4)である。

　　平成２０年６月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△8.2(前月水準△15.7)となり、プラス
幅が▲7.0ポイント縮小した。
業種別では、前月水準と比べて、変らない業種は、卸小売業±0.0(同±0.0)である。プラス幅が縮小
した業種は、幅の大きい順に、製造業△5.5(同△26.3)、サービス業△29.4(同△37.5)、建設業△
6.2(同△7.1)であり、特に、製造業はプラス幅が▲20.8ポイントと大幅に縮小した。

【平成２０年６月の従業員についての状況】

○

○

▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0 △ 20.0 △ 30.0 △ 40.0 △ 50.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年６月の従業員

６月

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

△ 20.0

△ 30.0

△ 40.0

△ 50.0

△ 60.0

△ 70.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２０年６月の従業員ＤＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス
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平成２０年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月～９月 ( ６月～８月 )

全　産　業 ▲ 20.2 ▲ 24.6 ▲ 16.4 ▲ 17.2 ▲ 15.7 ▲ 20.0 ▲ 20.0 ( ▲ 11.8 )

建　　　 設 ▲ 26.6 ▲ 23.5 ▲ 21.4 ▲ 23.0 ▲ 14.2 ▲ 25.0 ▲ 18.7 ( ▲ 7.1 )

製　　　 造 ▲ 15.0 ▲ 5.2 ▲ 5.5 ▲ 15.0 ▲ 10.5 ▲ 11.1 ▲ 16.6 ( ▲ 5.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 10.3 ▲ 22.5 ▲ 12.9 ▲ 9.6 ▲ 7.4 ▲ 13.7 ▲ 20.6 ( ▲ 11.1 )

サ ー ビ ス ▲ 40.0 ▲ 57.1 ▲ 31.2 ▲ 29.4 ▲ 37.5 ▲ 35.2 ▲ 23.5 ( ▲ 25.0 )

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、サービス業▲23.5(同▲
25.0)である。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲18.7(同▲7.1)、製
造業▲16.6(同▲5.2)、卸小売業▲20.6(同▲11.1)である。

○

○

先行き見通し

平成２０年６月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【平成２０年６月の資金繰りについての状況】

６月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲20.0(前月水準▲15.7)となり、マイナ
ス幅が▲4.3ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業▲35.2(同▲37.5)であ
る。マイナス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、建設業▲25.0(同▲14.2)、卸小売業▲13.7(同
▲7.4)、製造業▲11.1(同▲10.5)である。

向こう３ヶ月（７月から９月）の先行き見通しについては、全産業では、▲20.0（前月水準▲11.8）とな
り、マイナス幅が▲8.2ポイント拡大する見通しである。

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

ＤＩ値

月別

平成２０年６月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 70.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 平成２０年６月の資金繰り

６月
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前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 23.7 ▲ 10.0 ▲ 45.0 ▲ 27.5 ▲ 77.5 ▲ 66.2 △ 8.7 △ 6.2
建　　　設 ▲ 31.2 ▲ 18.7 ▲ 68.7 ▲ 25.0 ▲ 81.2 ▲ 50.0 △ 6.2 △ 6.2
製　　　造 ▲ 5.5 △ 16.6 ▲ 38.8 ▲ 16.6 ▲ 83.3 ▲ 72.2 △ 5.5 ±0.0
卸 ・小売 ▲ 24.1 ▲ 13.7 ▲ 48.2 ▲ 37.9 ▲ 75.8 ▲ 68.9 ±0.0 ▲ 6.8
サービス ▲ 35.2 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ▲ 23.5 ▲ 70.5 ▲ 70.5 △ 29.4 △ 35.2

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 45.0 ▲ 28.7 ▲ 20.0 ▲ 20.0
建　　　設 ▲ 43.7 ▲ 6.2 ▲ 25.0 ▲ 18.7
製　　　造 ▲ 22.2 ±0.0 ▲ 11.1 ▲ 16.6
卸 ・小売 ▲ 58.6 ▲ 48.2 ▲ 13.7 ▲ 20.6
サービス ▲ 47.0 ▲ 47.0 ▲ 35.2 ▲ 23.5

【ＤＩ値集計表】

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価
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【平成２０年６月の業種別業界内トピックス】
産業別 概　　　　　　　　　　　　況 キーワード 業種

材料高騰について顧客も理解はするが、結局は経費に食い込む結果とな
る

・原材料高騰
・経費圧迫

一般土木建築工事業

良い結果は見られない ・好材料なし 一般土木建築工事業
業界長が変わり、新たな手腕に期待します 土木工事業（舗装、しゅんせつを除く）
材料の値上げなど原価が上昇し厳しい業況です ・原材料高騰

・厳しい業況
板金・金物工事業

新築物件の減少により、当社の受注も減ってきています。転入転出など
移動による多種多様の注文も減ってきています。これからますます影響
があると考え、対策中です

・受注減少
・多方面の影響

家庭用機械器具小売業

季節商品（エアコン）・改修工事等で頑張っているので、好転といえるかど
うか？下請けの現場は相変わらず利益は望めない

・利益確保困難 電気工事業

業界前年比１００％ ・利益不変 清涼飲料製造業

売上は良くなっているが、原料等の高騰により利益は良くなっていない ・原材料高騰
・利益不振

その他の鉄鋼業

エレベーターの確認申請の手続きに本年4月より一級建築士事務所設立
で自社の申請を行う業務となり、本年9月まで暫定措置として旧来の姿で
申請も受け付けていたが、いよいよ9月で設立を行わなくてはならなくな
り、諸費用の大幅な増となり、一層経営が苦しくなった

・建築確認申請
・経費増加

その他の設備工事業

鋳物・鋼材の値上げ要求が多くなっている。当社の加工外注委託先でも
他社の仕事が、聞くところによっては７～８割、薄くなってきているようだ。
東北地方へ加工委託している部品に「宮城地震」の影響が出てきそうであ

・鋼材値上げ
・受注減少
・宮城内陸地震

その他の機械・同部分品製造業

今月は農水で定めた臨時休業日が多く、売上が減少しております ・臨時休業日
・売上減少

食料・飲料卸売業

当店および他店においても、食料品は堅調です。しかし婦人服や紳士服
などファッション商品については、各店厳しい状況が見られます

・食料品堅調
・衣料品不振

百貨店

前年同日比で売上客数とも若干落ち込んでいる。主力だったパートが家
庭の事情で急に退職したので一時的に人手不足になっている。

・売上減少
・人材不足

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

顧客離れ防止策について、仕事量（売上高）の落ち込んだこれからは、安
全点検が大切。配管点検、老朽化設備と機器の一掃、器具の正しい取り
扱いなどの周知と保安啓発活動を一層図り、あきらめずに努力すれば、
おのずと評価ありとの信念を貫いている。頑張るのみ

・顧客離れ対策
・安全点検

燃料小売業（ガソリンスタンド含まず）

厳しい毎日です ・厳しい業況 書籍・文房具小売業

夏物衣料品が若干動いているが、前年数字は取れていない。原材料高
騰の影響が飲食店を直撃しており、値上げせざるを得ない状況となってい
る

・夏物衣料
・原材料高騰
・価格転嫁

その他の各種商品小売業（従業者が常時５０人未満のもの）

売上が悪くなっています。 ・売上不振 婦人・子供服小売業

建設

製造

卸小売
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【平成２０年６月の業種別業界内トピックス】
6月度、月初は入店客数・売り上げともに前年を大きく上回る推移となった
が、天候に左右される日が多く、二週目に入ると、主力の衣料品を中心に
動きが鈍化し、売上高は伸び悩んだ。全体では昨年7・8回大型店導入に
よる工事休業が発生していたプラス要因で、前年を上回っているものの、
個店別にみると既存店舗の苦戦が目立つ。後半にかけては周辺ＳＣが
セールに入り、さらに厳しい状況が予想されるが、接客の強化を実施し、
売り上げに繋げていく

・天候の影響
・衣料品不振
・売上高鈍化
・接客の強化

各種商品小売業

ガソリン高騰で消費低迷している。子供には「文具を買う＝100ショップ」か
もしれない。学校では習字の授業に使用する筆を100ショップで購入する
ことを推奨していると聞いた

・原油高騰
・１００円ショップ

書籍・文房具小売業

弊社の販売先ユーザーは仕事がなく（受注量が減って）四苦八苦している
現状では、売上高を伸ばすのが難しい

・受注減少 塗料卸売業

柏が中核市になり、保健所による店舗検査が実施されようとしています。
私たちの組合が一番神経を使う消毒衛生の面で、充分に注意をはらって
いくように、組合員さん達に申し送りをしています

・中核都市
・保健所衛生検査

理容業

４・５月と宿泊宴会ともに良。6月については宿宴会ともやや低調。7月の
宴会も低調

・宿泊宴会低調 ホテル

5月下旬～6月初旬最悪の日が数回あり、開業37年目で最低の日を記録
した日がありました。人件費の減らす方法やメニュー構成の見直し、部分
的な値上げを考えています。よりよいサービスの向上と個人店ならではの
内容で勝負していきたいと努力しています。

・売上減少
・経営改善
・サービス向上

そば・うどん店

夕方からの営業で、深夜営業はしていないが、アルバイトが思うように集
まらない。深夜営業している店ではどうなのかと他店のことではあるが心
配している。外国人労働者の導入も今後考えなければならないかなと思う
が、今のところ考えられない。

・人材不足
・外国人労働者

酒場・ビヤホール

サービス
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【平成２０年６月の多い景気キーワード】

・ 材料高騰について顧客も理解はするが、結局は経費に食い込む結果となる
（一般土木建築工事業）

・ 材料の値上げなど原価が上昇し厳しい業況です （板金・金物工事業）

・ 売上は良くなっているが、原料等の高騰により利益は良くなっていない （その他の鉄鋼業）

・ 原材料高騰の影響が飲食店を直撃しており、値上げせざるを得ない状況と
なっている

（その他の各種商品小売業）

・ 今月は農水で定めた臨時休業日が多く、売上が減少しております （食料・飲料卸売業 ）

・ 前年同日比で売上客数とも若干落ち込んでいる。 （その他の各種商品小売業）

・ 5月下旬～6月初旬最悪の日が数回あり、開業37年目で最低の日を記録し
た日がありました。

（そば・うどん店）

・ 新築物件の減少により、当社の受注も減ってきています。転入転出など移動
による多種多様の注文も減ってきています。

（家庭用機械器具小売業）

・ 当社の加工外注委託先でも他社の仕事が、聞くところによっては７～８割、
薄くなってきているようだ。

（その他の機械・同部分品製
造業）

・ 弊社の販売先ユーザーは仕事がなく（受注量が減って）四苦八苦している現
状では、売上高を伸ばすのが難しい

（塗料卸売業）

◎原材料高騰

◎受注減少

◎売上減少

12



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２０．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲３１．９
で、マイナス幅が１１．９ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、建
設業・製造業・卸小売業で、いずれも１０ポイント以上良い。「柏の景気」の
方が悪い業種は、サービス業。

【採算ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４５．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲５４．０
で、マイナス幅が９．０ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は建設
業・製造業・サービス業で、製造業・サービス業は10ポイント以上良い。

　【仕入単価ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲７７．５に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲５９．８
で、マイナス幅が１７．７ポイント大きい。すべての業種において「柏の景
気」の方が悪くなっており、製造業・卸小売業・サービス業は１０ポイント以
上悪い。

平成２０年６月のＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲４５．０に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲５６．０
で、マイナス幅が１１．０ポイント小さい。「柏の景気」の方が良い業種は、建
設業・製造業・サービス業で、10ポイント以上良い業種は建設業・製造業。
「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲２３．７に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲４４．１
で、マイナス幅が２０．４ポイント小さい。「柏の景気」の方が、全ての業種に
おいて良くなっており、建設業・製造業・卸小売業は10ポイント以上良い。

　【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△８．７に対し、｢CCI‐LOBO｣が▲７．９で、
１６．６ポイント大きい。「柏の景気」の方が良い業種は、建設業・製造業・
サービス業で、いずれも10ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種
は、卸小売業。
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特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 45.0 ▲ 43.7 ▲ 22.2 ▲ 58.6 ▲ 47.0

▲ 56.0 ▲ 67.7 ▲ 52.4 ▲ 57.7 ▲ 51.2

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 23.7 ▲ 31.2 ▲ 5.5 ▲ 24.1 ▲ 35.2

▲ 44.1 ▲ 62.2 ▲ 33.0 ▲ 48.7 ▲ 40.2

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 45.0 ▲ 68.7 ▲ 38.8 ▲ 48.2 ▲ 23.5

▲ 54.0 ▲ 70.9 ▲ 54.4 ▲ 48.2 ▲ 53.0

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 77.5 ▲ 81.2 ▲ 83.3 ▲ 75.8 ▲ 70.5

▲ 59.8 ▲ 71.5 ▲ 68.1 ▲ 52.6 ▲ 56.1

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

△ 8.7 △ 6.2 △ 5.5 ±0.0 △ 29.4

▲ 7.9 ▲ 25.6 ▲ 9.1 △ 0.2 ▲ 3.1

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 20.0 ▲ 25.0 ▲ 11.1 ▲ 13.7 ▲ 35.2

▲ 31.9 ▲ 46.6 ▲ 34.2 ▲ 26.2 ▲ 27.5

　 は「柏の景気」の方が、10ポイント以上良い項目

は「柏の景気」の方が、10ポイント以上悪い項目

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―
LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気

平成２０年６月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 調査期間：平成２０年６月１７日～２３日 
 
調査対象：全国の404商工会議所が2580業種

     組合等にヒアリング調査を実施。 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（６月速報）

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
は
さ
ら
に
悪
化
、
仕
入
単
価

Ｄ
Ｉ
は
最
悪
の
水
準
に 

 

６
月
の
景
況
を
み
る
と
、全
産
業

合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
月
比
ベ

ー
ス
、
以
下
同
じ
）
は
、
前
月
水
準

（
▲
５
２
．
９
）
よ
り
マ
イ
ナ
ス
幅

が
３
．
１
ポ
イ
ン
ト
拡
大
し
▲
５

６
．
０
と
な
り
、
３
カ
月
連
続
で
悪

化
す
る
な
ど
、さ
ら
に
厳
し
い
状
況

と
な
っ
た（
０
２
年
２
月
以
来
の
低

水
準
）。 

 

産
業
別
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、す
べ
て

の
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し

た
。 

 

景
気
に
関
す
る
声
、当
面
す
る
問

題
と
し
て
は
、製
造
な
ど
一
部
に
好

調
（
鉄
鋼
、
機
械
関
係
の
受
注
増
加

等
）、
先
行
き
期
待
と
い
う
声
が
あ

る
も
の
の
、仕
入
価
格
の
高
騰
に
伴

う
採
算
の
悪
化
、消
費
の
低
迷
に
よ

る
売
上
の
減
少
な
ど
を
訴
え
る
声

が
多
く
聞
か
れ
る
。 

 
 

 

【
建
設
業
】「
公
共
工
事
の
発
注
が

例
年
に
比
べ
て
遅
く
、資
材
価
格
の

上
昇
も
影
響
し
、売
上
が
予
想
以
上

に
悪
化
」（
一
般
工
事
業
）、「
受
注

の
減
少
に
加
え
、受
注
単
価
の
低
下

に
よ
り
採
算
が
悪
化
し
、倒
産
も
発

生
」（
一
般
工
事
業
）、「
受
注
の
確

保
が
困
難
な
中
、競
争
の
激
化
や
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
諸
経
費
の
高
騰
に
よ

り
、
収
益
の
確
保
は
厳
し
い
状
況
」

（
建
築
工
事
業
） 

 

【
製
造
業
】「
原
材
料
価
格
の
高
騰

が
続
く
一
方
、販
売
価
格
へ
の
転
嫁

は
需
要
の
減
少
が
見
込
ま
れ
難
し

い
状
況
」（
パ
ン
・
菓
子
製
造
業
）、

「
受
注
は
前
年
並
み
だ
が
、原
材
料

価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、収
益
は
減

少
」（
工
業
用
ゴ
ム
製
品
製
造
業
）、

「
原
油
高
の
影
響
は
す
べ
て
の
面

で
大
き
く
、今
後
は
倒
産
の
増
加
を

懸
念
」（
金
属
加
工
機
械
製
造
業
） 

 

【
卸
売
業
】「
食
品
を
は
じ
め
、
多

く
の
仕
入
価
格
の
高
騰
が
止
ま
ら

ず
、
採
算
が
悪
化
」（
各
種
商
品
卸

売
業
）、「
仕
入
価
格
の
上
昇
に
伴

う
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
を
図
る
も
、

採
算
の
好
転
ま
で
に
は
及
ば
な
い

状
況
」（
各
種
商
品
卸
売
業
）、「
値

上
げ
を
実
行
し
た
が
予
想
以
上
に

原
油
価
格
等
が
上
昇
し
て
お
り
、再

度
値
上
げ
を
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
」（
建
築
材
料

卸
売
業
） 

 

【
小
売
業
】「
諸
物
価
の
高
騰
に
伴

う
消
費
者
の
買
い
控
え
の
傾
向
が

さ
ら
に
強
く
な
り
、
食
料
品
・
日
用

品
以
外
の
売
上
が
大
幅
に
減
少
」

（
百
貨
店
）、「
原
油
価
格
高
騰
の

影
響
に
よ
り
、車
で
の
来
客
数
が
減

少
し
、
売
上
も
悪
化
」（
商
店
街
）、

「
売
上
の
減
少
傾
向
が
続
き
、今
月

も
閉
店
が
発
生
、商
店
街
の
半
分
が

空
き
店
舗
と
な
る
な
ど
厳
し
い
状

況
」（
商
店
街
） 

 

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
原
材
料
価
格
の

高
騰
が
続
く
中
、売
上
悪
化
の
懸
念

か
ら
、販
売
価
格
へ
の
転
嫁
は
困
難

な
状
況
」（
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）、

「
重
油
、
電
気
、
ガ
ス
料
金
等
の
上

昇
に
伴
い
、
採
算
が
悪
化
」（
旅

館
）、「
売
上
と
採
算
の
悪
化
に
伴

い
廃
業
が
発
生
す
る
な
ど
、厳
し
い

状
況
」（
一
般
飲
食
店
） 

  

六
月
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

○
更
な
る
悪
化
へ
の
懸
念 
 

各
業
種
か
ら
、業
況
の
悪
化
に
伴

う
更
な
る
先
行
き
不
安
を
訴
え
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。建
設
か
ら

は
、「
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴
う
諸

経
費
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、今
後
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と

な
る
見
込
み
」（
習
志
野
・
土
木
工

事
業
）、「
採
算
の
悪
化
に
伴
い
倒

産
が
増
加
す
る
一
方
、資
金
繰
り
も

厳
し
く
な
る
な
ど
、非
常
に
厳
し
い

状
況
」（
松
山
・
電
気
工
事
業
）
と

の
コ
メ
ン
ト
、
製
造
か
ら
は
、「
５

月
、６
月
と
例
年
に
な
い
ほ
ど
受
注

が
減
少
し
、今
後
も
厳
し
い
状
況
が

続
く
見
込
み
」（
熊
本
・
そ
の
他
の

製
造
業
）と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。ま
た
、小
売
か
ら
も
、「
原
油
・

原
材
料
価
格
の
高
騰
は
、お
中
元
ギ

フ
ト
の
価
格
に
も
影
響
し
て
お
り
、

受
注
件
数
の
減
少
を
懸
念
」（
盛

岡
・
百
貨
店
）
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

○
仕
入
コ
ス
ト
の
更
な
る
上
昇 

 

各
業
種
か
ら
、原
材
料
価
格
の
高

騰
に
よ
る
仕
入
コ
ス
ト
の
更
な
る

上
昇
を
訴
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
建
設
か
ら
は
、「
昨
年
に
比

べ
て
鉄
の
価
格
が
２
倍
に
な
る
な

ど
、
収
益
の
確
保
が
難
し
い
状
況
」

（
焼
津
・
土
木
工
事
業
）
と
の
コ
メ

ン
ト
、
製
造
か
ら
は
、「
資
材
価
格

の
高
騰
や
製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
に

よ
り
、
経
営
は
赤
字
採
算
」（
函

館
・
水
産
食
料
品
製
造
業
）、「
小
麦

粉
価
格
が
前
年
比
で
２
倍
と
な
る

な
ど
、原
材
料
価
格
が
す
べ
て
値
上

が
り
し
て
お
り
、収
益
が
大
幅
に
減

少
」（
池
田
・
パ
ン
・
菓
子
製
造
業
）

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、小
売
、サ
ー
ビ
ス
か
ら
も
、「
原

油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、光
熱
費
等

の
経
費
が
増
加
」（
一
宮
・
百
貨

店
）、「
食
材
・
包
装
資
材
・
光
熱
費

等
の
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
」（
西

条
・
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
い
っ

た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

 

○
消
費
意
欲
の
低
下 

 

原
油
価
格
の
高
騰
や
、食
料
品
を

は
じ
め
各
種
商
品
の
値
上
げ
に
対

す
る
不
安
感
か
ら
、消
費
者
の
購
買

意
欲
の
低
下
に
よ
る
売
上
悪
化
な

ど
の
影
響
を
挙
げ
る
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
小
売
か
ら
は
、「
原
油

価
格
の
高
騰
に
伴
う
消
費
意
欲
の

低
下
に
よ
り
、衣
料
品
や
高
額
商
品

の
売
上
が
悪
化
」（
盛
岡
・
百
貨

店
）、「
来
客
数
の
減
少
な
ど
、月
を

追
う
ご
と
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
」（
金
沢
・
百
貨
店
）、「
お

中
元
商
戦
が
始
ま
っ
た
が
、売
上
は

前
年
比
で
大
幅
に
減
少
す
る
見
込

み
」（
静
岡
・
百
貨
店
）
と
の
コ
メ

ン
ト
、
サ
ー
ビ
ス
か
ら
は
、「
外
食

を
控
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
来
客

数
・
売
上
と
も
に
悪
化
」（
釜
石
・
食

堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）、「
以
前
に
比
べ

て
日
帰
り
客
が
増
加
し
、
宿
泊
客
数

は
減
少
」（
長
野
・
旅
館
）
と
い
っ
た

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

全国・産業別業況ＤＩの推移 
 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 

１月  47.9  58.1  40.4  55.6  49.2  44.5
２月  47.5  57.7  40.3  57.7  49.1  42.7
３月  46.9  59.4  41.3  47.3  48.4  43.3
４月  50.4  64.6  43.1  53.6  52.8  44.4
５月  52.9  65.0  49.0  49.1  52.6  50.6
６月  56.0  67.7  52.4  52.6  57.7  51.2

見通し  52.1  60.5  50.4  44.8  54.2  48.6
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 


